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当センターの事業には、二つの事業があります。一つは、先生方の指導力、教師力を高める

研修の実施や、学校教育の質の向上を図る研究に取り組む「教育研究事業」です。昨年まで取

り組んできた「上越カリキュラム」の開発研究もこの事業の一つです。 

もう一つは、学校訪問カウンセラーの学校訪問相談、南北不登校児童生徒適応指導教室の開

設、24 時間対応の「子どもほっとライン」電話相談、中央教育相談所（教育センター内）・南

北相談所（南北適応指導教室）での来所相談、JAST（じょうえつあんしんサポートチーム）に

よる学校問題解決支援、夏期・冬期カウンセリング研修の 6 つの取組で、子どもたちや保護

者、教職員の心の安定を援助する「教育相談事業」です。 

このように、当センターの役割は、教職員研修や研究、教育相談や適応指導教室、問題解決

支援などの事業を実施し、未来を担う上越市の子どもたちが健やかに成長できるよう、学校の

教育を支援することにあると考えています。 

以前、ある教育関係誌の記事にあった遠藤洋路氏（熊本市教育長）の「教育が未来のための

行為だとしても、子どもは未来のためだけに生きているわけではありません。（中略）すなわ

ち、学校は、子どもたちの「将来」の幸せとともに、「今」の幸せをも考慮する必要があると

いえます。」という言葉がとても心に残りました。遠藤氏が著した「みんなの「今」を幸せに

する学校」（時事通信社）という本の中の言葉です。 

「将来」の幸せとは、「子どもの資質・能力を育てる」ことです。そのための充実した学び

や体験も「将来」のためです。一方「今」の幸せは、悩みや不安を乗り越えた明るい生活でし

ょう。しかし、よく考えてみると、子どもが意欲的・主体的に学ぶ充実した授業や活動も

「今」の幸せではないでしょうか。学業の充実は子どもにとって「幸せ」な状況だからです。

つまり「今」の幸せを築くと「将来」の幸せも築くことになるのです。 

では、子どもの「今」の幸せを築くには何をすべきでしょうか。当センターでは、「子ども

の将来の幸せと今の幸せを応援する」をモットーに、一つ一つの事業を現場目線に立って進め

ていきます。ぜひ、当センターの研修をはじめ、各事業をどんどん活用して、新しい理論やよ

りよい考え方、効果的な手法、必要な対応や取組などを、自分のものにしてほしいと思いま

す。先生方の主体的な学びで、子どもたちの「今」を幸せに！ 
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子どもの「今の幸せ」を応援する 
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教育センター組織図

来所相談は、保護者、教職員の皆さんや子ど

もたちが、学校生活や家庭生活などで悩んでい

ること・困っていることについて、相談所を訪

れて相談するものです。 

 

 

◎受付曜日 月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

◎相談時間 午前９時１０分～１２時 

       午後１時～４時 

 

 

 

◎受付曜日 月曜日～金曜日 

（祝日、年末年始を除く） 

◎相談時間 午前９時～午後３時５０分 

       

※事前に電話で予約を受け付けます。 

・中央教育相談所：０２５－５４５－９２４７ 

・南 教 育 相 談 所：０２５－５２２－２４２８ 

・北 教 育 相 談 所：０２５－５４５－０７８０ 

（いずれも受付曜日の相談時間内） 

 

  

 ４ 

◇中央教育相談所（教育センター内）

内）内） 

◇南教育相談所（南適応指導教室内） 

◇北教育相談所（北適応指導教室内）

内）内） 

 

「はじめて相談室に行ったとき、ぼくはす

ごくきんちょうしていました。・・・相談室

は学校で一番安心できるところです。」相談

に来た子どもからこんな手紙をもらいました。 

 少しは力になれたかなと思うと同時に、子

どもが関わりの少ない大人に心の内を話すの

は勇気がいるのだと改めて感じました。 

 また、親や先生に「カウンセラーさんに相

談してみたら」と勧められて来室する子もい

れば、友達と一緒におしゃべりに来る子もい

ます。何かモヤモヤしたら自発的に来室して

ほしいと願うものの、周りの大人が状況を察

して、さりげなく背中を押し、相談につなげ

ることも大切だと思います。 

 私たち学校訪問カウンセラーは、相談者が

教室とは違う空気を感じつつ安心して話がで

きるよう努めています。最後に結論を出すの

は相談者です。一緒に課題を整理しながら、

自分で「こうしてみよう」と決め、行動でき

るようサポートする一人でありたいと思いま

す。 

 

 

学校訪問カウンセラー  

閏間 久子 

 

「安心できる場所を目指して」  


